
生
死
一
如―

特
別
攻
撃
隊
戦
記
（
二
）
―
　 

茨
城
県
　
長
沼
武
治
　 

神
雷
桜
花
第
一
陣
の
出
撃

昭
和
二
十
年
三
月
十
七
日
の
敵
艦
載
機
の
攻
撃
に
よ
り
宇
佐

空
ば
か
り
で
な
く
、
九
州
各
基
地
の
緊
迫
度
が
高
ま
る
。
艦
載

機
の
行
動
範
囲
に
敵
空
母
が
い
る
こ
と
は
察
知
出
来
た
。
当

時
、
日
本
海
軍
に
は
「
彩
雲
」
と
い
う
高
度
一
万
メ
ー
ト
ル
で

飛
行
し
、
敵
グ
ラ
マ
ン
戦
闘
機
に
「
お
い
で
、
お
い
で
」
を
し

な
が
ら
索
敵
可
能
な
偵
察
機
が
誕
生
し
て
い
た
。
上
層
部
で
は

「
彩
雲
」
の
航
空
写
真
を
参
考
に
作
戦
策
を
練
っ
て
い
た
と
思

う
。私

等
は
短
期
日
の
間
に
、
鹿
屋
、
宮
崎
、
宇
佐
航
空
隊
と
九

州
各
地
の
基
地
を
一
巡
し
た
が
、
折
し
も
、
敵
機
動
隊
が
近
海

に
侵
入
、
沖
縄
列
島
上
陸
必
至
の
状
況
に
な
っ
て
、
当
宇
佐
空

も
一
昨
日
空
襲
を
受
け
た
が
、
昭
和
二
十
年
三
月
十
九
日
、
神

雷
桜
花
第
一
陣
に
出
撃
命
令
が
出
た
。

指
揮
所
に
は
相
変
わ
ら
ず
「
非
理
法
権
天
」
の
墨
蹟
鮮
や
か

な
の
ぼ
り
が
ひ
ら
め
い
て
い
た
。
悲
壮
な
隊
員
達
の
眦
を
決
し

た
総
員
整
列
、
そ
し
て
命
令
の
伝
達
、
二
十
七
機
か
ら
な
る
一

式
陸
攻
Ｍ
２
母
機
部
隊
第
七
二
一
飛
行
隊
の
轟
々
の
出
撃
で
あ

る
。
宇
佐
空
の
砂
塵
を
蹴
っ
て
鹿
屋
に
向
け
飛
び
去
っ
た
。
第

七
〇
八
飛
行
隊
の
我
々
は
そ
れ
を
見
送
っ
た
（
出
撃
機
数
、
月

日
は
部
隊
史
の
記
録
と
私
の
記
憶
に
若
干
の
違
い
あ
り
）

。

二
十
一
日
、
野
中
五
郎
隊
長
の
率
い
る
二
十
七
機
（
十
八

機
）
は
、
鹿
屋
で
「
桜
花
大
」
を
搭
載
し
て
出
撃
し
た
が
、
そ

れ
を
掩
護
す
る
戦
闘
機
は
た
っ
た
二
十
機
だ
っ
た
と
聞
く
。
我

が
戦
隊
は
数
倍
の
敵
戦
闘
機
の
迎
撃
に
遭
い
、
全
機
そ
の
■
食

と
な
り
、
一
瞬
に
し
て
百
数
十
人
（
野
口
五
郎
少
佐
以
下
一
五

九
人
戦
死
）
の
犠
牲
を
出
し
た
と
、
宇
佐
空
で
私
は
聞
き
愕
然

と
し
た
。

出
陣
に
当
た
り
、
野
中
隊
長
の
訓
示
は
「
沖
縄
周
辺
の
敵
艦

船
に
殴
り
込
み
を
か
け
る
。
本
日
の
た
め
に
自
重
し
て
来
た

我
々
で
あ
る
。
い
よ
い
よ
今
日
が
湊
川
の
決
戦
で
あ
る
（
南
北

朝
時
代
楠
木
正
成
以
下
の
戦
死
）

。
我
が
中
攻
隊
が
戦
闘
機
隊



を
掩
護
す
る
よ
う
な
作
戦
は
、
日
本
海
軍
始
ま
っ
て
以
来
の
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
少
し
も
泡
食
う
こ
と
は
ね
え
、
者
共
続

け
、
終
わ
り
」
と
例
の
ベ
ラ
ン
メ
エ
調
が
叱
咤
し
た
、
と
、
鹿

屋
に
い
た
私
は
出
撃
の
様
子
を
そ
の
よ
う
に
聞
い
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
野
中
隊
長
が
憤
懣
や
る
方
な
い
気
持
ち
を
、
航

空
艦
隊
司
令
部
の
航
空
戦
に
対
す
る
無
知
、
無
能
、
無
策
に
対

し
、
死
を
も
っ
て
し
た
反
抗
の
言
葉
で
あ
っ
た
と
思
う
。

こ
の
桜
花
攻
撃
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
一
時
的
に
制
空

権
を
確
保
す
る
た
め
、
攻
撃
機
十
八
機
の
数
倍
、
少
な
く
と
も

百
機
を
必
要
と
す
る
と
い
う
の
が
岡
村
司
令
以
下
首
脳
の
一
致

し
た
意
見
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
止
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
っ

た
と
は
い
え
全
機
を
失
う
結
果
と
な
っ
た
（
離
陸
直
後
の
接
触

事
故
、
エ
ン
ジ
ン
不
調
で
引
き
返
し
た
二
、
三
機
は
帰
っ
た
と

聞
く
）

。
こ
の
悲
壮
な
犠
牲
を
思
う
と
き
、
こ
の
仇
は
必
ず
打

た
ね
ば
と
の
怒
り
を
感
じ
た
の
は
私
一
人
の
み
で
は
な
か
っ

た
。宇

佐
空
は
湿
っ
た
空
気
に
包
ま
れ
て
、
野
中
一
家
の
生
前
を

語
り
合
っ
て
い
た
。
再
会
を
喜
び
合
い
な
が
ら
、
鈴
木
光
雄
、

元
親
伝
、
棚
橋
芳
雄
、
竹
中
光
男
、
木
村
元
一
の
同
期
生
が
散

華
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
松
岡
兵
曹
も
で
あ
る
。

我
が
隊
は
小
松
基
地
に
転
進
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
転
進
と
い
う

言
葉
は
い
い
け
れ
ど
、
実
際
は
逃
げ
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
。
三

月
二
十
五
日
ご
ろ
、
第
七
〇
八
、
第
七
二
一
飛
行
隊
は
宇
佐
で

夜
間
攻
撃
隊
を
編
成
し
た
ら
し
い
。
私
は
基
地
移
動
し
た
が
兵

舎
が
無
い
の
で
、
弁
慶
の
勧
進
帳
で
有
名
な
安
宅
の
関
に
近
い

安
宅
小
学
校
の
講
堂
を
宿
舎
に
借
用
し
て
い
た
。

北
国
の
飛
行
場
に
は
残
雪
が
あ
り
、
我
々
は
毎
日
飛
行
場
で

双
発
の
一
式
陸
上
攻
撃
機
の
飛
行
隊
で
、
夜
間
航
法
、
洋
上
航

法
の
訓
練
を
し
た
。
こ
れ
は
主
に
偵
察
員
の
訓
練
で
、
風
向
風

速
、
高
度
、
温
度
差
に
よ
る
誤
差
修
正
、
風
速
実
速
を
加
味
し

た
航
跡
を
図
板
上
に
表
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
相
俟
っ
て
操

縦
員
の
発
着
訓
練
を
行
う
。
小
松
基
地
で
の
使
命
は
、
爆
薬
だ

け
で
一
ト
ン
、
全
機
重
量
二
ト
ン
も
の
通
称
大
特
攻
機
「
桜

花
」
を
積
載
し
、
敵
上
空
で
投
下
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
以
上

の
訓
練
は
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。

飛
行
隊
は
一
式
陸
上
攻
撃
機
と
い
う
双
発
の
飛
行
機
で
編
成

す
る
。
操
縦
員
は
主
と
副
の
二
人
、
偵
察
、
電
信
、
電
探
、
攻

撃
、
搭
整
員
の
計
七
人
、
一
番
機
に
な
る
と
小
隊
長
と
し
て
士



官
一
人
が
乗
る
こ
と
も
あ
る
。「
桜
花
」
は
、
失
速
速
度
一
六

○
ノ
ッ
ト
で
あ
り
、
母
機
は
投
下
時
、
一
六
〇
ノ
ッ
ト
以
上
の

速
力
を
出
さ
ね
ば
、
子
供
「
桜
花
」
は
失
速
す
る
。
エ
ン
ジ
ン

が
無
い
た
め
加
速
度
に
よ
っ
て
飛
行
す
る
か
ら
で
あ
る
。
高
度

は
一
応
五
千
メ
ー
ト
ル
を
保
持
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
場
合
、
高
度
の
約
三
倍
を
飛
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

万
一
目
標
に
到
達
で
き
な
い
場
合
を
考
慮
し
て
、
ロ
ケ
ッ
ト
三

本
を
装
備
し
て
、
こ
れ
を
発
射
推
進
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

る
。
主
操
縦
員
が
倒
れ
た
時
は
、
副
が
操
縦
桿
を
取
る
。「
桜

花
」
の
操
縦
員
が
撃
た
れ
た
時
は
、
母
機
の
操
縦
員
が
「
桜

花
」
を
操
作
す
る
こ
と
に
決
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
事
態

を
考
え
れ
ば
、
中
攻
隊
員
も
一
応
特
攻
隊
員
と
し
て
扱
っ
て
し

か
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

夜
、
総
員
集
合
が
あ
れ
ば
必
ず
出
撃
命
令
が
あ
り
、
次
々
と

同
僚
が
食
卓
か
ら
消
え
て
行
く
。
神
雷
桜
花
隊
の
攻
撃
方
法
は

「
桜
花
」
が
二
ト
ン
以
上
も
あ
る
の
で
、
母
機
は
一
〇
〇
ノ
ッ

ト
以
上
の
速
度
を
保
持
し
な
が
ら
毎
秒
一
メ
ー
ト
ル
上
昇
す

る
。
一
〇
〇
ノ
ッ
ト
以
下
で
は
失
速
す
る
。
こ
の
よ
う
な
飛
行

速
度
で
は
巡
航
一
八
〇
ノ
ッ
ト
以
上
の
戦
闘
機
に
遭
遇
し
た
ら

ひ
と
た
ま
り
も
な
い
。
し
か
し
、
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
至
上
命
令

な
の
で
あ
る
。
一
機
一
艦
の
轟
沈
を
願
う
我
々
母
機
は
、
如
何

に
し
て
敵
艦
の
上
空
ま
で
、
こ
の
子
供
「
桜
花
」
を
運
び
込
む

こ
と
が
出
来
る
か
が
問
題
で
あ
る
。
兎
に
角
、
こ
の
攻
撃
名
称

を
「
神
雷
桜
花
作
戦
」
と
い
い
、
十
号
作
戦
ま
で
行
っ
た
が
、

極
め
て
効
率
は
悪
か
っ
た
。

菊
水
七
号
作
戦

四
月
十
九
日
の
夜
、
総
員
集
合
の
命
令
が
あ
り
、
例
の
如
く

整
列
し
た
。
隊
長
か
ら
訓
示
が
あ
る
。
黒
板
に
書
き
出
さ
れ
た

搭
乗
員
を
見
て
勇
躍
し
た
。
し
か
し
、
私
は
主
操
縦
員
で
あ
り

な
が
ら
丙
十
七
期
の
太
田
の
副
と
な
っ
て
不
本
意
で
あ
っ
た
。

「
明
朝
〇
四
〇
〇
飛
行
場
発
進
、
目
的
地
は
宇
佐
航
空
隊
、
一

応
基
地
移
動
が
あ
る
か
ら
、
地
上
整
備
員
を
同
乗
さ
せ
る
。
出

撃
機
八
機
、
各
機
、
基
地
整
備
員
七
、
八
人
く
ら
い
ず
つ
便
乗

さ
せ
る
」
と
書
か
れ
て
い
た
。

四
月
二
十
日
、
朝
か
ら
天
気
が
崩
れ
そ
う
。
隊
長
は
「
天
気

図
は
な
い
が
基
地
移
動
だ
け
だ
か
ら
」
と
言
っ
た
。
二
十
三
号



機
に
は
、
同
乗
の
整
備
員
を
入
れ
十
六
人
。
八
機
編
隊
の
二
小

隊
三
番
機
で
出
発
順
位
は
六
番
目
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
飛
行

場
で
は
、
作
業
衣
の
兵
隊
が
さ
か
ん
に
帽
子
を
振
っ
て
見
送
っ

て
く
れ
る
。

発
進
後
一
時
間
を
経
ず
し
て
前
方
に
雨
雲
が
出
て
き
た
。
僚

機
が
白
い
雲
の
中
に
見
え
隠
れ
し
、
時
間
と
共
に
雲
の
層
が
ふ

く
れ
上
が
り
我
々
編
隊
を
呑
み
込
む
よ
う
に
な
っ
た
。
出
雲
大

社
の
上
空
あ
た
り
で
空
は
荒
れ
始
め
た
。
私
は
飛
行
帽
を
脱
い

で
神
様
に
今
回
の
出
撃
の
成
功
を
祈
願
し
た
。
戦
果
の
無
い
犬

死
に
は
し
た
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。

行
く
手
を
阻
む
般
若
の
よ
う
な
雲
群
、
列
機
を
見
失
わ
ぬ
よ

う
密
着
飛
行
を
続
け
た
。
そ
の
う
ち
五
里
霧
中
の
単
独
飛
行
と

な
っ
て
し
ま
う
。
突
然
山
の
斜
面
、
樹
木
が
目
の
前
に
浮
き
上

が
っ
て
き
た
。
主
・
副
操
縦
士
二
人
が
か
り
で
や
っ
と
上
昇
姿

勢
に
機
を
戻
し
た
が
、
こ
の
時
の
操
縦
桿
の
重
か
っ
た
こ
と
。

計
器
飛
行
を
続
け
る
。
機
内
は
計
器
板
だ
け
が
目
の
前
に
あ
る

姿
勢
と
な
る
。
機
外
に
は
真
っ
白
な
雲
が
踊
り
、
雨
も
混
じ
っ

て
い
る
。「
大
丈
夫
か
」「
ま
か
し
と
け
」
ひ
た
す
ら
操
縦
員

二
人
だ
け
の
闘
い
で
あ
っ
た
。

小
松
基
地
発
進
後
既
に
四
時
間
経
っ
て
い
る
。
雲
の
合
間
に

海
が
見
え
た
。
一
目
散
に
雲
の
切
れ
間
に
突
っ
込
ん
だ
。
す
る

と
大
き
な
黒
い
船
が
い
た
。
こ
こ
で
燃
料
不
足
で
海
へ
ジ
ャ
ブ

ン
と
や
っ
て
も
命
だ
け
は
大
丈
夫
だ
と
思
っ
た
。
我
々
と
立
場

の
違
う
地
上
整
備
員
も
十
数
人
い
た
の
で
、
そ
の
責
任
上
特
に

そ
の
気
に
な
っ
た
。
要
す
る
に
、
最
後
の
目
的
達
成
時
の
死
生

観
と
は
違
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
た
。

そ
の
う
ち
「
島
だ
」
と
後
部
の
搭
乗
者
の
声
が
し
た
。
島
が

あ
る
。
海
岸
線
が
あ
る
。
町
の
人
達
が
日
の
丸
の
旗
を
振
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
我
々
操
縦
士
は
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ

た
。関

谷
操
縦
員
か
ら
「
燃
料
が
切
れ
た
」
と
知
ら
さ
れ
た
。
私

は
不
時
着
地
点
を
探
し
て
い
た
。「
不
時
着
用
意
」
を
宣
し
降

下
滑
空
、
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
度
で
ス
イ
ッ
チ
オ
フ
、
脚
は
出

さ
な
い
胴
体
着
陸
で
あ
る
。
左
翼
端
が
砂
浜
に
着
く
よ
う
着
水

し
た
。
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
、
ガ
ッ
ツ
ー
ン
ド
シ
ー
ン
、
後
席
に
あ

っ
た
バ
ッ
テ
リ
ー
が
操
縦
席
の
後
ろ
ま
で
飛
ん
で
来
た
。
天
蓋

を
開
け
「
怪
我
は
な
い
か
！
」
と
怒
鳴
っ
た
。
機
外
に
飛
び
出

て
翼
を
渡
っ
て
砂
浜
に
降
り
た
。



大
事
な
飛
行
機
を
遂
に
や
っ
て
し
ま
っ
た
。
申
し
訳
な
い
と

思
っ
た
。
し
か
し
、
全
員
奇
跡
的
に
か
す
り
傷
一
つ
な
か
っ
た

こ
と
は
不
幸
中
の
幸
い
で
あ
っ
た
。
私
も
主
操
縦
の
太
田
も
口

を
き
く
の
も
嫌
な
程
疲
れ
た
の
だ
ろ
う
。
怪
我
人
が
無
か
っ
た

こ
と
を
確
か
め
安
心
し
た
の
か
、
砂
浜
に
ヘ
タ
ヘ
タ
と
座
り
込

ん
で
し
ま
っ
た
。
同
乗
者
は
「
長
沼
兵
曹
が
後
ろ
を
向
い
て
笑

っ
て
い
た
時
は
、
操
縦
員
が
笑
っ
て
い
る
よ
う
で
は
、
大
丈
夫

だ
と
思
っ
て
安
心
し
た
」
と
言
う
。

基
地
か
ら
積
ん
で
き
た
特
別
食
糧
も
水
浸
し
と
な
る
。
間
も

な
く
飛
行
機
が
堕
ち
た
と
い
う
話
が
町
に
広
が
り
、
土
地
の
警

防
団
員
や
ら
国
防
婦
人
会
の
人
た
ち
が
肩
に
タ
ス
キ
を
掛
け
て

続
々
と
見
舞
い
に
来
て
く
れ
た
。

そ
こ
は
、
山
口
県
の
小
串
と
い
う
所
で
あ
っ
た
。
名
物
の
夏

蜜
柑
も
沢
山
持
っ
て
き
て
く
れ
た
。「
皆
様
御
苦
労
様
で
す
」

と
言
わ
れ
た
時
は
ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し
い
思
い
が
し
た
。
炊
き

出
し
も
し
て
く
れ
、
そ
の
好
意
を
受
け
る
こ
と
に
し
、
飛
行
機

か
ら
見
え
た
陸
軍
の
療
養
所
で
昼
食
を
頂
い
た
。

療
養
所
の
週
番
士
官
が
、
下
関
の
憲
兵
隊
へ
も
、
宇
佐
の
基

地
へ
も
連
絡
を
し
て
く
れ
た
。
憲
兵
隊
長
の
好
意
で
、
一
泊
休

養
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
門
司
に
渡
り
、
汽
車
で
宇
佐
に
着
い

た
の
が
午
前
九
時
半
で
あ
る
。
当
直
将
校
に
経
過
を
報
告
す

る
。
昨
日
小
松
発
進
の
八
機
の
う
ち
、
二
機
は
美
保
空
不
時

着
、
一
機
は
我
々
、
他
の
五
機
は
無
事
宇
佐
に
到
着
し
、
我
々

の
到
着
を
遅
し
と
待
っ
て
い
る
と
思
い
き
や
、
当
直
将
校
は

「
御
苦
労
！
　
中
へ
入
っ
て
黒
板
を
見
ろ
！
」
と
言
う
。
昨
日

の
移
動
で
、
ま
と
も
に
着
い
た
の
は
第
一
小
隊
の
一
番
機
の

み
、
第
三
小
隊
の
一
、
三
番
機
は
、
山
に
激
突
炎
上
全
員
死
亡

の
悲
報
が
入
っ
て
い
た
。

四
月
二
十
一
日
、
機
を
掩
体
壕
に
入
れ
、
偽
装
を
し
、
や
れ

や
れ
と
一
休
み
し
て
い
た
ら
、
突
然
、
拡
声
器
か
ら
「
空
襲
！

空
襲
！
　
総
員
配
置
に
つ
け
！
」
の
命
令
。
Ｂ29

の
大
編
隊
が

東
の
空
か
ら
銀
翼
を
キ
ラ
キ
ラ
と
光
ら
せ
、
飛
行
場
目
標
に
飛

来
し
た
。
弾
扉
が
開
い
て
、
ザ
ザ
ー
ッ
と
嵐
の
よ
う
な
音
と
共

に
ド
ン
ド
ン
ド
ン
、
飛
行
場
、
格
納
庫
と
所
嫌
わ
ず
爆
弾
の
雨

で
あ
る
。
友
軍
の
戦
闘
機
が
何
機
か
躍
り
か
か
っ
て
い
る
様
子

だ
が
戦
果
は
上
が
ら
な
い
。
そ
の
中
一
機
だ
け
が
編
隊
か
ら
離

れ
た
の
が
見
え
て
、
洋
上
へ
消
え
て
い
っ
た
。

夕
方
、
飛
行
場
に
泊
ま
っ
た
が
、
隊
内
は
爆
撃
さ
れ
て
炊
事



も
出
来
ぬ
。
食
事
の
賄
い
は
野
天
で
し
た
が
、
我
々
の
宿
舎
は

近
辺
の
民
家
を
借
用
し
た
。
し
か
し
、
昨
日
墜
落
死
亡
し
た
同

僚
三
十
数
人
の
お
通
夜
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
飛
行
場
か
ら

二
、
三
キ
ロ
離
れ
た
お
寺
へ
行
っ
た
。
墨
を
流
し
た
よ
う
な
真

っ
暗
な
夜
だ
っ
た
。
そ
の
間
に
も
空
襲
時
の
時
限
爆
弾
が
時

折
、
ド
カ
ン
ド
カ
ン
と
炸
裂
し
度
肝
を
抜
か
れ
た
。

昨
日
の
空
襲
で
飛
行
機
も
ほ
と
ん
ど
焼
か
れ
て
し
ま
っ
た

が
、
隊
員
の
犠
牲
も
ま
た
大
変
な
も
の
で
死
傷
百
人
を
越
し
た

と
思
う
。
飛
行
靴
が
あ
る
の
で
拾
っ
て
見
た
ら
、
中
に
足
が
入

っ
て
い
た
り
、
一
人
の
上
体
部
が
他
の
人
の
腹
部
に
突
き
刺
さ

っ
て
い
た
り
、
空
襲
の
無
惨
さ
を
、
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
ら
れ
た

の
で
あ
っ
た
。

一
刻
も
早
く
次
の
命
令
を
待
ち
行
動
し
た
い
が
、
飛
行
機
が

な
い
の
で
手
の
出
し
ょ
う
が
な
い
。
鋏
を
も
ぎ
取
ら
れ
た
蟹
同

然
の
生
活
で
あ
っ
た
。
幸
い
昨
日
着
い
た
一
番
機
だ
け
は
残
っ

て
い
た
。
毎
日
毎
夜
の
時
限
爆
弾
に
多
少
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
に

な
っ
て
暮
ら
し
て
い
た
が
、
そ
の
一
番
機
に
同
乗
し
小
松
へ
引

き
返
し
、
飛
行
機
の
輸
送
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
我
が
国
土

で
あ
り
な
が
ら
、
制
空
・
制
海
権
共
に
敵
の
手
中
に
あ
り
、
安

心
し
て
飛
行
が
で
き
ず
、
ミ
ミ
ズ
ク
の
よ
う
な
目
付
き
で
見
張

り
し
な
が
ら
小
松
基
地
に
帰
っ
た
。
私
達
が
宇
佐
で
マ
ゴ
マ
ゴ

し
て
い
る
中
に
、
出
撃
し
て
還
ら
ざ
る
犠
牲
者
は
四
十
人
で
あ

っ
た
。神

雷
桜
花
八
号
作
戦

第
一
号
の
大
作
戦
に
失
敗
し
た
我
が
神
雷
桜
花
隊
は
編
成
攻

撃
を
止
め
、
一
機
一
艦
の
秘
策
を
、
二
号
作
戦
か
ら
ゲ
リ
ラ
的

一
機
単
独
攻
撃
法
に
変
更
さ
せ
た
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
護
衛

も
掩
護
も
な
い
こ
の
攻
撃
は
所
詮
ど
う
に
も
な
ら
な
い
日
本
の

空
の
足
■
き
の
ほ
か
何
物
で
も
な
か
っ
た
。

当
直
将
校
か
ら
「
二
〇
三
〇
、
総
員
集
合
、
場
所
は
講
堂

内
」
と
号
令
が
出
た
。
一
瞬
シ
ー
ン
と
な
る
。
緊
張
し
た
空
気

が
流
れ
て
、
薄
暗
い
講
堂
の
黒
板
に
、
出
撃
者
の
搭
乗
割
が
出

る
。
当
直
下
士
官
が
「
整
列
！
　
番
号
！
」
を
号
令
し
人
員
を

確
か
め
る
。「
整
列
よ
ろ
し
い
」
先
任
搭
乗
員
に
報
告
す
る
。

こ
の
先
任
搭
乗
員
は
鹿
屋
の
先
任
搭
乗
員
か
ら
三
人
目
で
あ
っ

た
。
誰
か
が
「
お
お
、
今
度
は
死
ぬ
る
！
」
と
両
拳
を
前
に
出

し
て
ブ
ル
ブ
ル
と
伸
縮
し
て
見
せ
た
。
今
ま
で
七
回
の
桜
花
作



戦
は
し
て
い
る
け
れ
ど
小
松
基
地
か
ら
発
進
す
る
攻
撃
命
令
は

初
め
て
で
あ
る
。
隊
長
か
ら
命
令
を
聞
く
。
全
員
武
者
震
い
を

覚
え
る
。
搭
乗
割
の
出
た
ペ
ア
の
同
僚
を
思
う
と
何
か
先
手
を

越
さ
れ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

宇
佐
か
ら
小
松
と
一
緒
の
丙
十
七
期
の
長
沢
政
信
兵
曹
（
主

操
）
も
そ
の
一
機
で
あ
っ
た
。
彼
は
私
に
「
長
沼
！
　
昨
日
、

お
や
じ
と
お
ふ
く
ろ
が
面
会
に
来
て
金
を
置
い
て
行
っ
た
ん

だ
」
と
、
私
に
そ
の
百
円
を
置
い
て
行
っ
た
。
当
時
百
円
と
い

う
と
大
変
な
も
の
で
、
我
々
搭
乗
員
の
一
ヵ
月
の
給
与
で
あ

る
。
そ
れ
を
友
に
ポ
ン
と
く
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
親
し
い
同

年
兵
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
遅
か
れ
早
か
れ
同
じ
運
命
を
た
ど
る
仲

間
と
し
て
、
楽
し
み
も
苦
し
み
も
、
ま
た
懐
も
一
緒
で
あ
っ

た
。
思
え
ば
、
純
真
無
垢
と
い
う
言
葉
そ
の
も
の
で
あ
る
。
黙

っ
て
死
地
に
赴
く
長
沢
、
こ
の
時
私
は
彼
に
は
は
っ
き
り
負
け

た
と
思
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
今
日
の
出
撃
命
令
を
知
っ
て
か
知
ら
ず
か

面
会
に
来
た
御
両
親
と
の
つ
な
が
り
を
思
う
と
「
虫
の
知
ら

せ
」
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
長
沢
は
志
願
兵
で
、
ま

だ
二
十
歳
の
可
愛
い
い
少
年
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
八
号
作
戦
に

殉
じ
て
し
ま
っ
た
。

出
撃
し
た
ら
母
機
も
お
よ
そ
帰
還
は
難
し
い
攻
撃
で
あ
っ
た

が
、
六
号
作
戦
に
お
い
て
栃
木
県
出
身
の
酒
井
敬
二
機
が
桜
花

隊
員
山
際
直
彦
機
を
投
下
、
敵
大
型
艦
船
轟
沈
の
戦
果
を
挙

げ
、
奇
跡
的
に
帰
投
し
た
。
そ
し
て
私
は
酒
井
兵
曹
に
い
ろ
い

ろ
戦
場
の
様
子
を
聞
い
て
戦
訓
と
し
た
。

九
号
作
戦
出
撃
前
夜

宇
佐
か
ら
小
松
へ
転
進
し
て
来
た
時
は
安
宅
の
町
が
宿
舎
で

あ
っ
た
。
下
宿
は
道
明
さ
ん
宅
で
あ
る
。
前
の
作
戦
で
私
が
戦

死
し
た
と
聞
い
て
仏
壇
に
線
香
を
上
げ
て
い
る
と
い
う
話
も
聞

い
た
の
で
、
恥
ず
か
し
い
と
思
っ
た
り
、
お
礼
も
し
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
と
複
雑
な
気
持
ち
で
あ
っ
た
。

五
月
二
十
一
日
、
夜
七
時
、
突
然
総
員
集
合
が
宣
せ
ら
れ

た
。
偵
察
機
「
彩
雲
」
か
ら
の
沖
縄
周
辺
の
敵
艦
船
の
状
況
を

撮
影
し
た
写
真
を
見
せ
ら
れ
て
吃
驚
し
た
。
高
度
一
万
メ
ー
ト

ル
か
ら
の
を
拡
大
し
て
見
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
沖
縄
の
島
々

を
砂
糖
の
塊
と
見
る
と
艦
船
が
、
そ
れ
に
群
が
る
蟻
の
よ
う
に

ギ
ッ
シ
リ
と
い
る
。
今
こ
の
上
空
か
ら
爆
撃
す
れ
ば
や
み
く
も



に
落
と
し
た
爆
弾
で
も
ど
れ
か
に
命
中
す
る
と
思
う
ほ
ど
で
あ

る
。
こ
れ
が
慶
良
間
列
島
周
辺
の
敵
艦
船
集
結
状
況
で
あ
る
。

い
よ
い
よ
沖
縄
上
陸
作
戦
の
彼
我
懸
命
の
攻
防
戦
中
で
あ
る
。

勿
論
そ
の
夜
出
撃
の
命
令
を
受
け
た
。

出
撃
機
数
六
機
、
ペ
ア
は
七
組
で
、
私
の
ペ
ア
は
各
機
に
分

散
便
乗
し
て
鹿
屋
基
地
に
あ
る
母
機
よ
り
攻
撃
に
参
加
せ
よ
と

い
う
命
令
で
あ
る
。
私
の
搭
乗
編
成
割
は
前
回
七
号
作
戦
で
も

そ
う
だ
が
、
ま
た
違
っ
て
い
た
。
た
だ
命
令
の
ま
ま
に
「
行

け
」
と
言
わ
れ
れ
ば
行
く
だ
け
な
の
で
あ
る
。

「
出
発
時
刻
は
、
九
州
各
地
の
空
襲
が
深
刻
な
の
で
、
小
松

基
地
発
進
を
一
五
〇
〇
と
し
、
鹿
屋
到
着
は
日
没
時
を
ね
ら
っ

て
着
陸
せ
よ
、
途
中
見
張
り
を
厳
に
し
て
、
最
後
の
目
的
を
完

遂
す
る
ま
で
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
せ
よ
」
と
い
う
よ
う
な
、

副
長
官
岩
城
邦
広
中
佐
の
訓
示
が
あ
っ
た
。

小
松
基
地
　
発
進

明
け
て
二
十
二
日
、
兵
舎
を
離
れ
る
に
際
し
て
は
、
民
家
の

爺
さ
ん
、
婆
さ
ん
、
は
て
は
子
供
達
ま
で
飛
行
場
へ
通
じ
る

道
々
で
見
送
り
を
し
て
く
れ
て
、
両
手
を
合
わ
せ
て
涙
声
で

「
お
願
い
し
ま
す
、
お
願
い
し
ま
す
」
と
拝
ん
で
く
れ
た
。
私

達
は
既
に
神
様
に
祀
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
時
の
出
撃
姿
は
「
日
の
丸
」
づ
く
め
で
あ
っ
た
。
鉢
巻

の
真
ん
中
に
日
の
丸
、
飛
行
服
の
右
腕
に
日
の
丸
、
救
命
胴
衣

の
胸
と
背
中
に
も
日
の
丸
で
あ
る
。
鉢
巻
は
二
メ
ー
ト
ル
余
り

も
あ
る
も
の
で
、
飛
行
帽
の
上
か
ら
後
ろ
で
結
ん
で
、
そ
れ
を

前
に
垂
れ
下
げ
、
丁
度
そ
れ
が
羽
織
の
衿
の
よ
う
な
格
好
に
な

る
。額

の
日
の
丸
の
両
側
に
「
神
雷
」
と
書
き
、
垂
れ
下
が
っ
た

鉢
巻
白
布
の
衿
の
片
方
に
は
「
大
空
の
浪
人
」「
常
陸
の
住
人
」

な
ど
と
書
き
、
片
方
に
は
自
分
の
部
隊
名
、
階
級
名
、〈
第
七

〇
八
飛
行
隊
、
長
沼
一
飛
曹
〉
と
書
い
て
、
肩
か
ら
轟
沈
袋
な

る
も
の
を
提
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
も
ま
た
名
文
句
を
書
い
て
あ

る
。
家
郷
か
ら
無
理
し
て
調
達
し
て
も
ら
っ
た
日
本
刀
を
持
参

し
て
い
る
者
も
い
る
。
そ
の
姿
た
る
や
実
に
勇
ま
し
く
、
美
し

い
も
の
で
あ
っ
た
。
白
い
マ
フ
ラ
ー
も
目
に
し
み
る
程
で
、
当

時
の
青
少
年
の
清
純
さ
、
純
朴
さ
を
物
語
る
よ
う
で
も
あ
っ

た
。
赤
穂
浪
士
の
討
ち
入
り
の
出
姿
に
似
て
い
た
し
、
精
神
状

態
も
出
撃
の
場
合
誰
も
が
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。



出
撃
人
員
五
十
数
人
、
第
七
、
第
九
号
作
戦
に
続
い
て
二
度

目
の
出
撃
で
あ
る
私
の
気
持
ち
は
、
常
日
頃
と
何
ら
変
わ
る
と

こ
ろ
は
な
か
っ
た
が
、
中
に
は
異
常
な
ま
で
に
ハ
ッ
ス
ル
し
て

い
た
者
も
い
た
。
血
走
っ
た
眼
、
そ
の
一
挙
手
一
投
足
に
も
自

分
の
精
神
の
動
揺
を
他
に
感
知
さ
せ
ま
い
と
す
る
意
識
が
、
か

え
っ
て
異
常
な
元
気
と
な
っ
て
表
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

こ
の
第
七
〇
八
飛
行
隊
に
入
籍
以
来
、
生
死
の
境
を
い
か
に

平
常
心
で
ゆ
け
る
か
を
私
な
り
に
考
え
、
行
動
し
て
き
た
つ
も

り
で
あ
る
。
そ
の
成
果
が
第
七
号
の
時
も
今
回
も
表
れ
て
い
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
隊
内
で
は
征
く
者
と
残
る
者
が
裏
腹
な

気
持
ち
で
、
別
離
の
挨
拶
を
交
わ
す
。

征
く
者
の
中
に
は
、
笑
っ
て
い
る
顔
の
人
で
も
「
大
東
亜
戦

の
終
局
を
見
て
死
に
た
い
」
と
、
心
に
残
る
一
抹
の
未
練
を
吐

露
し
た
友
も
何
人
か
い
た
。
ま
た
「
い
よ
い
よ
死
ね
る
ぞ

ー
！
」
と
言
っ
て
突
入
す
る
恰
好
を
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
で
示
し
て

笑
わ
せ
た
友
も
い
た
。

残
る
者
は
「
い
つ
死
ぬ
か
、
い
つ
死
ぬ
か
」
と
思
い
つ
め
て

い
る
気
持
ち
よ
り
、
早
く
征
っ
て
そ
の
気
持
ち
か
ら
解
放
さ
れ

た
い
気
持
ち
が
先
に
立
ち
、「
貴
様
、
う
ま
く
や
れ
た
な
」
と

征
く
人
を
羨
む
者
、
い
ず
れ
死
な
ね
ば
な
ら
ぬ
運
命
な
の
だ
。

い
つ
の
出
撃
も
同
じ
だ
が
、「
そ
の
う
ち
俺
も
行
く
。
靖
国
神

社
の
い
い
場
所
を
予
約
し
て
お
い
て
く
れ
よ
」
と
、
ほ
と
ん
ど

の
友
が
今
出
撃
を
前
に
し
た
友
へ
の
慰
め
の
言
葉
で
あ
っ
た
。

当
時
は
、
出
撃
搭
乗
割
も
克
明
に
覚
え
て
い
た
は
ず
だ
が
、
最

早
戦
後
も
遠
く
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
私
は
第
二
小
隊
三
番
機
に

搭
乗
し
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。

昨
夜
外
出
か
ら
早
く
帰
隊
し
て
、
遺
品
箱
や
身
の
回
り
不
要

品
を
き
れ
い
に
整
理
し
て
あ
る
の
で
、
出
発
の
今
日
の
仕
事
は

何
も
な
い
。
そ
れ
よ
り
、
午
前
中
一
式
陸
攻
Ｍ
２
の
整
備
に
忙

し
い
整
備
兵
に
感
謝
し
な
が
ら
、
ブ
ラ
ブ
ラ
し
て
い
た
。
そ
の

時
の
心
理
は
た
だ
一
刻
も
早
く
基
地
を
発
進
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

昼
食
を
済
ま
せ
て
整
列
。
こ
う
な
る
と
後
始
末
は
す
べ
て
残

る
者
の
仕
事
で
あ
る
の
で
我
々
は
何
も
す
る
こ
と
は
な
い
。
出

撃
員
の
見
か
け
は
の
ん
気
そ
う
に
見
え
る
だ
ろ
う
が
、
精
神
状

態
は
極
限
に
達
し
て
踊
り
出
し
そ
う
に
な
っ
て
い
る
。

一
五
〇
〇
、
小
松
基
地
の
砂
塵
を
蹴
っ
て
、
三
機
ま
た
三
機

と
離
陸
す
る
。
編
隊
を
組
み
発
進
後
数
分
に
し
て
基
地
上
空
に



舞
い
戻
り
、
い
つ
も
な
が
ら
の
別
れ
の
挨
拶
の
バ
ン
ク
を
す

る
。
基
地
で
は
「
総
員
見
送
り
の
位
置
に
つ
け
！
」
の
号
令
一

下
、
滑
走
路
の
両
側
、
指
揮
前
、
あ
る
い
は
屋
上
か
ら
隊
員
が

帽
子
を
振
り
、
ち
ぎ
れ
る
ほ
ど
に
旗
を
振
っ
て
別
れ
を
惜
し
ん

で
く
れ
る
。
こ
れ
が
二
度
目
だ
が
、
征
く
者
、
否
、
私
に
は
別

段
の
新
た
な
感
激
は
な
か
っ
た
。

一
式
陸
攻
母
機
六
機
が
轟
く
爆
音
を
残
し
て
、
一
路
南
の
空

九
州
鹿
屋
基
地
へ
向
か
う
。
高
度
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
と
り
敵

艦
載
機
の
見
張
り
を
密
に
し
な
が
ら
、
所
定
の
コ
ー
ス
で
出
雲

大
社
の
上
空
を
飛
ぶ
。
第
七
号
作
戦
時
の
お
礼
を
兼
ね
て
大
鳥

居
の
上
ま
で
来
た
時
は
、
第
七
号
の
時
と
同
じ
く
飛
行
帽
を
脱

ぎ
心
か
ら
作
戦
の
成
功
を
祈
願
し
た
。

出
発
の
天
候
は
さ
し
て
悪
く
な
か
っ
た
が
、
九
州
に
入
っ
て

夕
闇
が
迫
る
と
と
も
に
、
多
少
空
模
様
が
崩
れ
出
し
、
雨
が
風

防
ガ
ラ
ス
に
当
た
る
。
同
乗
の
私
は
居
眠
り
を
し
て
い
た
が
、

一
番
機
が
小
隊
開
散
の
バ
ン
ク
を
し
た
時
目
を
覚
ま
し
た
。
も

う
鹿
屋
に
着
い
た
の
か
と
思
い
時
計
を
見
た
。
出
発
後
三
時
間

十
五
分
で
あ
る
。
予
定
時
間
は
三
時
間
四
十
五
分
で
あ
っ
た
か

ら
、
今
日
は
早
か
っ
た
な
と
地
上
を
見
た
。
下
界
は
薄
暗
い
が

見
馴
れ
た
基
地
鹿
屋
と
は
ち
ょ
っ
と
山
々
の
背
景
が
違
っ
て
見

え
る
。

各
機
適
当
な
間
隔
を
と
り
誘
導
コ
ー
ス
に
入
っ
た
。
滑
走
路

を
見
た
ら
穴
だ
ら
け
の
爆
撃
の
爪
跡
が
あ
る
。
爆
弾
の
穴
を
埋

め
戻
し
た
真
新
し
い
土
が
丸
く
赤
く
見
え
て
月
面
を
思
わ
せ

た
。隊

長
機
が
、
雨
が
降
り
暗
く
な
っ
て
き
た
の
で
鹿
屋
基
地
へ

の
進
入
は
無
理
と
判
断
、
不
時
着
を
決
意
し
た
。
そ
し
て
下
の

基
地
飛
行
場
は
出
水
で
あ
る
こ
と
を
偵
察
員
か
ら
知
ら
さ
れ
て

納
得
し
た
。
雨
も
若
干
強
く
な
っ
て
き
た
。
六
機
の
一
式
陸
攻

は
次
々
と
無
事
着
陸
し
た
が
、
最
後
の
私
達
は
一
番
機
着
陸
時

か
ら
大
分
時
間
も
経
っ
て
い
る
の
で
暗
く
な
っ
て
き
た
。

着
陸
し
て
誘
導
路
へ
入
ろ
う
と
し
た
と
き
、
運
悪
く
爆
弾
の

穴
跡
へ
左
車
輪
を
突
っ
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
操
縦
員
が
ス
ロ
ッ

ト
ル
レ
バ
ー
を
全
開
し
て
も
出
な
い
。
同
乗
の
搭
乗
員
が
降
り

て
後
押
し
を
す
る
が
そ
れ
で
も
出
な
い
。
仕
方
な
く
地
上
整
備

員
の
応
援
を
頼
む
こ
と
に
な
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
一
日
の
作
業
が

済
ん
で
宿
舎
へ
引
き
揚
げ
る
十
数
人
を
呼
び
戻
し
た
。
整
備
の

分
隊
士
が
「
気
を
つ
け
ろ
と
言
っ
た
の
に
」
と
大
変
ご
機
嫌
斜



め
だ
っ
た
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
地
上
と
空
中
で
は
連
絡
の
取
り

よ
う
が
な
い
愚
痴
で
あ
る
。「
地
上
の
野
郎
ど
も
が
勝
手
な
熱

を
吹
い
て
も
、
ど
う
せ
こ
っ
ち
は
明
日
か
明
後
日
神
様
に
な
る

ん
だ
、
一
丁
勇
ま
し
い
と
こ
ろ
を
見
せ
て
や
ろ
う
か
」
と
、
や

ん
ち
ゃ
な
気
持
ち
で
エ
ン
ジ
ン
を
ワ
ン
ワ
ン
ふ
か
す
。
そ
の
風

に
吹
き
飛
び
そ
う
に
な
り
な
が
ら
地
上
整
備
員
数
十
人
が
「
ウ

ン
サ
、
ウ
ン
サ
」
と
飛
行
機
を
押
す
が
な
か
な
か
出
そ
う
に
も

な
い
。
そ
の
中
の
班
長
ら
し
い
の
が
手
を
貸
そ
う
と
し
な
い
。

こ
の
野
郎
と
思
っ
て
よ
く
見
る
と
同
級
生
の
野
口
で
あ
っ
た
。

二
人
共
に
一
曹
で
あ
る
。
私
は
彼
に
「
明
日
は
鹿
屋
か
ら
出
撃

だ
。
家
へ
元
気
で
死
ん
で
い
っ
た
と
伝
え
て
く
れ
」
と
頼
ん

だ
。
日
の
丸
ず
く
め
の
姿
に
、
目
だ
け
が
ギ
ョ
ロ
ギ
ョ
ロ
と
光

っ
て
い
る
無
気
味
な
様
相
に
、
野
口
は
慌
て
た
ら
し
い
。
私
等

は
敵
機
の
来
襲
前
に
出
発
し
、
翌
早
朝
薄
暗
い
出
水
空
を
つ
い

て
飛
び
立
っ
た
。
野
口
は
班
員
を
連
れ
て
「
帽
振
れ
」
の
見
送

り
を
し
て
く
れ
、
鹿
屋
に
着
陸
し
た
の
は
六
時
ち
ょ
っ
と
前
で

あ
っ
た
。

一
応
愛
機
を
分
散
し
掩
体
壕
に
誘
導
す
る
。
私
の
愛
機
は
二

七
号
と
決
ま
っ
た
。
私
が
新
入
隊
し
過
ご
し
た
こ
ろ
と
は
基
地

の
様
相
は
変
わ
り
悲
壮
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。
い
つ
空
襲
さ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。
い
よ
い
よ
明
日
は
、
子
機
「
桜
花
」
を
抱

い
て
出
撃
で
あ
る
。
あ
れ
を
思
い
、
こ
れ
を
思
う
が
も
う
覚
悟

は
決
め
て
い
た
。
既
に
多
く
の
上
官
、
同
期
生
、
後
輩
が
戦
死

し
て
い
る
。
沖
縄
の
米
艦
船
の
蝟
集
状
況
は
「
彩
雲
」
の
航
空

写
真
で
見
た
が
、
今
日
一
日
の
命
か
と
も
思
い
、
鹿
屋
の
一
夜

を
明
か
し
た
。

飛
行
場
大
隊

満
州
の
訓
練
と
　 

比
島
の
切
り
込
み
隊
　 

茨
城
県
　
仁
平
六
三
　 

昭
和
十
六
年
九
月
一
日
午
前
八
時
、
こ
れ
は
忘
れ
る
こ
と
の

で
き
な
い
私
の
入
営
へ
の
旅
立
ち
の
日
時
で
あ
る
。
近
親
者
や

近
所
の
方
々
の
見
送
り
を
受
け
、
小
雨
降
る
中
簡
単
な
挨
拶
を

し
て
、
一
路
千
葉
県
柏
の
第
四
航
空
教
育
隊
へ
と
向
か
っ
た
。

第
三
中
隊
永
野
隊
鈴
木
班
で
、
二
、
三
日
は
お
客
様
扱
い
で
あ




